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構成・目次案 内 容 

町の目指す姿（イラスト） 基本構想の導入パートとして、2040年に町の目指す姿を描いたイラストを掲載したい。 

参考 愛知県常滑市 

１．町が未来へ繋いでいく想い 

（将来像） 

2040 年の、更にその先の未来へと、町が残していきたい想いを描くパート。 

「美しい海と緑に 笑顔あふれる 心あたたかな ふるさと葉山」 

２．町の概要 

（リソース） 

町の人口、自然環境等の概要を示すパート。 

客観的に見た町の長所を表す指標も示す。 

３．葉山町/世界にとって重要なテーマ 

（核となる考え方） 

計画を策定するにあたって、重要だと考えるテーマ。 

短期的なテーマとして「SDGs」。長期的なテーマとして「2040年を見据えた考え方」とする。 

４．2040年に目指す町の姿 

（基本理念） 

通底する想いをベースに、町民の町への想いから着想した「町が目指す姿」についてのパート。 

 

～2040 年葉山みらい日記～ 2040 年に「町が目指す姿」がどのように実現しているか、様々な年代の町民の視点からの日記形式で表現するもの。 

 

５．踏まえるべき社会情勢 

（マクロ） 

計画を策定するにあたって、踏まえるべき社会情勢。 

・人口減少社会 ・VUCAの時代 ・ポストコロナ ・脱炭素社会 ・災害の激甚化 ・急速なDX化の進展 

６．将来人口 人口推計について記載する。 

 

７．計画の構成 計画の構成・期間、施策の体系について描くパート。この体系を基に基本計画を構成していきたい。 

想い⇒町の姿⇒行政分野⇒政策 

８．土地利用基本構想 都市計画課と調整をして記載するか検討。 

 

ポイント：① 基本構想は町民と共有するものであることから、「わかりやすい」「読みやすい」基本構想としたい。 

② 町民へ共有するにあたって、「町の将来像を描いたイラスト」「実現した町の姿を描いた未来日記」を取り入れたい。 

このイラストや日記は、基本計画を構成する要素として取り入れていくことも今後検討したい。 

③ 序論は作成しない。 

資料１ 



他自治体の基本構想との比較 

葉山町案 横須賀市 小田原市 寒川町 兵庫県朝来市 

町の目指す姿（イラスト） １．市の未来像 序論 

１．策定趣旨 

序論 

１．計画策定の意義 

第１章 策定に当たって 

１．策定の趣旨 

１．町が未来へ繋いでいく想い 

（将来像） 

２．未来像の根底に流れる思い ２．計画の構成と計画期間 ２．寒川町のすがた ２．策定の背景 

２．町の概要 

（リソース） 

３．市の現状と課題 ３．ウィズコロナ、ポストコロ

ナ社会に向けた視座 

３．計画策定の背景 ３．策定の考え方 

３．葉山町/世界にとって重要

なテーマ（核となる考え方） 

４．今後予測される社会生活・

潮流の変化 

４．社会情勢の変化と本市の課

題 

４．計画策定の考え方 ４．総合計画の構成 

４．2040 年に目指す町の姿 

（基本理念） 

５．それぞれの主体に求められ

る姿勢 

５．市民アンケート調査結果 基本構想 

１．計画の名称 

第２章 基本構想 

１．計画期間 

～2040年葉山みらい日記～  基本構想 

１．まちづくりの理念と2030

年に目指すまちの姿 

２．計画の構成及び期間 ２．将来像 

５．踏まえるべき社会情勢 

（マクロ） 

 ２．まちづくりの目標 ３．まちづくりの理念 ３．まちづくりを進めていくう

えでの大切な考え方 

６．将来人口  ３．まちづくりの推進エンジン ４．まちの将来像 ４．ありたいまちの姿 

７．計画の構成   ５．まちの将来の人口と都市構

造 

５．政策指標と人口指標 

８．土地利用基本構想   ６．基本構想の体系図 ６．計画の推進方策 

 


